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陽
春
の
候
、
三
箇
地
区
の
皆
さ
ま
に
は

益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
平
素
は
、
三
箇
自
治
会
の
各
般

の
活
動
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

平
成
二
十
五
年
度
は
、
中
戸
水
路
の
歩

道
化
事
業
や
上
三
箇
第
１
児
童
遊
園(

菅

原
神
社
西
側)

の
整
備
事
業
、
防
災
資
機

材
の
整
備
を
は
じ
め
と
す
る
防
災
環
境

の
充
実
な
ど
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
住

民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
の
賜
物

で
あ
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
平
成
二
十
年
七
月
か
ら
発
行

し
て
ま
い
り
ま
し
た
「
三
箇
自
治
会
か

わ
ら
版
」
も
第
三
十
六
号
を
数
え
、
こ

の
間
、
住
民
の
皆
さ
ま
に
地
区
の
動
き

や
自
治
会
の
活
動
を
お
伝
え
し
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
平
成
二
十
六
年
度
か
ら

は
、
『
三
箇
自
治
会
ニ
ュ
ー
ス
』
に
衣
替

え
し
、
今
ま
で
以
上
に
幅
広
く
自
治
会

の
活
動
や
地
区
の
情
報
を
発
信
す
る
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。
日
常
生
活
の
身

近
な
情
報
源
と
し
て
活
用
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。 

三
箇
地
区
に
は
、
ま
だ
ま
だ
解
決
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
も
残
っ
て
お

り
ま
す
が
、
「
住
ん
で
良
か
っ
た
三
箇
」

の
実
現
に
向
け
て
全
力
を
尽
く
し
、
一

つ
ひ
と
つ
問
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

三箇自治会 

区長 三ツ川  勇 

 
大東八景・美わしの杜「三箇城址」 

SANGA DAITO OSAKA 

  

 

大
東
市
の
小
学
校
で
は
、
三
月
十
八
日
、

全
十
二
校
で
一
斉
に
卒
業
証
書
授
与
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
三
箇
小
学
校
で
は
、
午

前
十
時
に
開
会
、
卒
業
生
九
十
三
人
に
一

人
ず
つ
卒
業
証
書
が
手
渡
さ
れ
、
児
童
ら

は
六
年
間
を
過
ご
し
た
学
舎
を
巣
立
ち
ま

し
た
。 

小
田
村
直
昌
校
長
は
、
お
祝
い
の
言
葉

の
中
で
「
卒
業
生
の
皆
さ
ん
に
は
限
り
な

く
未
来
が
あ
り
ま
す
。
人
生
は
、
山
あ
り

谷
あ
り
で
、
色
々
な
場
面
に
出
会
う
と
思

い
ま
す
が
、
①
何
事
に
も
挫
け
ず
諦
め
ず
、

希
望
を
も
っ
て 

②
夢
の
実
現
に
向
か
っ

て
努
力
を
惜
し
ま
ず 

③
自
分
自
身
、
家

庭
、
郷
土
に
誇
り
を
持
っ
て
、
三
箇
小
で

学
ん
だ
こ
と
、
三
箇
小
で
の
思
い
出
を
胸

に
秘
め
て
未
来
に
向
か
っ
て
前
進
し
て
い

っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
」
と
卒
業

生
に
エ
ー
ル
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
三
箇
自
治
会
の
三
ツ
川
区
長
は
、

「
そ
れ
ぞ
れ
が
別
々
の
中
学
校
に
進
学
し

て
も
、
小
学
校
の
思
い
出
と
友
情
は
永
遠

に
続
き
ま
す
。
継
続
し
て
努
力
す
る
こ
と

の
大
切
さ
や
周
り
の
人
々
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
、
更
に
飛
躍
さ
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。
」
と
卒
業
生
に
お
祝
い

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
ら
れ
ま
し
た
。 
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市
・
人
権
啓
発
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
大
東 

 

二
月
二
十
八
日
、
午
後
七
時
か
ら
三
箇

自
治
会
館
に
お
い
て
、
人
権
の
大
切
さ
を

学
び
、
考
え
、
意
見
を
交
換
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
大
東
市
、
人
権
啓
発
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
大
東
、
自
治
会
の
共
催
で
地
域
集
会

を
開
催
し
ま
し
た
。 

当
日
は
、
約
五
十
名
の
参
加
の
も
と
、

「
意
識
と
人
権
」
に
つ
い
て
考
え
る
機
会

と
し
て
、『
ほ
ん
と
の
空
』
を
上
映
し
、
懇

談
会
に
お
い
て
、
意
見
の
発
表
・
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

地
域
集
会 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
２０１４．２．１４ 

三箇第１公園 

深北緑地 寝屋川筋 

三箇菅原神社 

三箇自治会館 

上三箇第１児童遊園 

三箇第２公園 三箇第３公園 
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大
東
市
の
自
治
区
提
案
事
業
助
成
制
度

を
活
用
し
て
実
施
し
ま
し
た
『
み
ん
な
で

つ
く
る
安
全
で
魅
力
あ
る
“
さ
ん
が
”
創

造
事
業
』
を
紹
介
し
ま
す
。 

こ
の
制
度
は
、
地
区
の
活
性
化
を
図
る

た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
業
で
、
自

治
会
が
自
ら
企
画
し
、
提
案
が
あ
っ
た
事

業
に
対
し
、
市
が
助
成
す
る
制
度
で
、
百

万
円
の
補
助
金
の
交
付
を
受
け
て
実
施
し

ま
し
た
。 

具
体
事
業
と
し
て
は
、
①
三
箇
地
区
防

災
訓
練
、
②
四
季
の
花
咲
く
「
北
部
防
災

広
場
」
づ
く
り
の
二
つ
の
事
業
で
す
。  

 
「かまど型ベンチ」を 

 

 
かまど型ベンチ 

(三箇第２公園) 

使った炊き出し訓練 
(防災倉庫前) 

 

 

 

 

一
月
十
九
日
、
三
箇
自
治
会
館
・
三
箇

第
３
公
園
で
、
宝
く
じ
の
地
域
貢
献
事
業

（
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
）
及
び
大
東
市
の
自
治
区
提
案
事

業
の
助
成
制
度
に
よ
り
購
入
整
備
し
た
防

災
備
品
を
活
用
し
て
地
区
防
災
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。 

 

訓
練
当
日
は
、
非
常
に
寒
さ
が
厳
し
い

中
、
二
百
五
十
人
を
超
え
る
住
民
の
皆
さ

ん
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
消
防
本
部
、
地

元
消
防
団
、
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
の
協
力
の

も
と
、
初
期
消
火
、
救
護
、
応
急
給
水
、

防
災
資
機
材
の
取
扱
、
炊
き
出
し
等
の
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。 

 

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
が
懸
念
さ
れ

て
お
り
、
大
災
害
は
何
時
や
っ
て
く
る
か

も
判
り
ま
せ
ん
。
自
治
会
と
し
て
も
、
今

後
と
も
、
定
期
的
に
防
災
訓
練
を
行
い
、

「
い
ざ
」
と
い
う
と
き
の
備
え
に
努
め
て

参
り
ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ん
も
、
常
に
防

災
に
対
す
る
備
え
に
心
が
け
て
く
だ
さ

い
。 平

成
二
十
五
年
度
三
箇
地
区
防
災
訓
練 

 

 

三ツ川区長あいさつ 

 

 

  

  

市長あいさつ 
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四
季
の
花
咲
く
「
北
部
防
災
広
場
」 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［
三
箇
第
２
公
園
］

地
域
集
会 

平成 25.12.7 

平成 25.12.17 

 

平
成
二
十
五
年
度
か
ら
、
都
市
公
園
、

児
童
遊
園
等
の
美
化
活
動
に
大
東
市
の
ア

ド
プ
ト
制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。 

ア
ド
プ
ト
と
は
、
英
語
で
「
養
子
縁
組

を
す
る
」
と
い
う
意
味
で
、
市
民
に
と
っ

て
身
近
な
公
共
空
間
で
あ
る
道
路
、
公
園
、

水
路
等
の
公
共
施
設
の
美
化
及
び
保
全
の

た
め
、
自
治
会
な
ど
市
民
が
『
里
親
』
と

な
っ
て
、
わ
が
子
の
よ
う
に
愛
情
を
も
っ

て
清
掃
美
化
活
動
を
行
い
、
市
に
代
わ
っ

て
公
共
施
設
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
見
守
る

制
度
で
す
。 

        

三
箇
自
治
会
で
は
、
地
区
内
の
三
箇
第

１
公
園
、
三
箇
第
２
公
園
、
三
箇
第
３
公

園
、
上
三
箇
第
１
児
童
遊
園
及
び
第
２
幹

線
広
場(
三
箇
１
丁
目)

の
５
箇
所
に
つ
い

て
、
こ
の
ア
ド
プ
ト
制
度
を
活
用
し
て
公

園
等
の
美
化
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
こ
の
活
動
に
は
、
市
か
ら
活

動
に
必
要
な
用
具
類
等
の
提
供
が
あ
り
ま

す
。 

  

 

 

自
治
会
・
防
犯
委
員
会
で
は
、
児
童
が

下
校
途
中
に
交
通
事
故
や
犯
罪
に
巻
き
込

ま
れ
な
い
よ
う
に
、
通
学
路
で
「
子
ど
も

安
全
見
守
り
活
動
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

現
在
、
約
百
人
の
隊
員
が
日
々
交
代
で

活
動
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
人
員
が

不
足
し
て
お
り
、
活
動
に
参
加
い
た
だ
け

る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

 

子
ど
も
た
ち
の
安
全
体
制
づ
く
り
の
強

化
の
た
め
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
御
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。 

［
連
絡
先
］ 

防
犯
委
員
会
三
箇
支
部
長 

片
山
茂
雄 

（
電
話
）
０
７
２
・
８
７
４
・
１
０
１
０ 

 
 

 

 

ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ
アア  
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『
地
域
防
災
組
織
育
成
助
成
事
業
』 

 

 

 
 

平成２５年度コミュニティ助成事業 

（地域防災組織育成助成事業） 

 

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

宝
く
じ
の
普
及
広
報
を
行
う
こ
と
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
自
治
会
な
ど
が
行
う
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
事
業
に
対
し
、
宝
く
じ
の
収
益

に
よ
る
助
成
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

三
箇
自
治
会
（
自
主
防
災
会
）
で
は
、

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用

し
、
自
主
防
災
組
織
育
成
助
成
事
業
と
し

て
、
発
電
機
や
テ
ン
ト
な
ど
、
災
害
時
に

お
け
る
避
難
所
の
運
営
に
必
要
と
な
る
防

災
資
機
材
を
整
備
し
ま
し
た
。
助
成
金
の

額
は
、
二
百
万
円
で
す
。 

 

インバーター発電機 

パック毛布 

非常用トイレ 

防災用かまどセット 
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④ 

転
落
防
止
柵
の
設
置 

⑥ 

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
取
替 

③ 

中
戸
水
路
歩
道
化
第
１
期
事
業 

① 

上
三
箇
第
１
児
童
遊
園
整
備
事
業 

② 

三
箇
第
１
公
園
再
整
備
事
業 

 

 

 

 

三
箇
自
治
会
で
は
、
地
区
の
生
活
環
境

の
改
善
を
め
ざ
し
て
、
毎
年
度
六
月
に
大

東
市
に
対
し
要
望
書
を
提
出
し
、
そ
の
回

答
を
受
け
、
各
項
目
に
つ
い
て
実
施
状
況

を
検
証
し
て
い
ま
す
。 

平
成
二
十
五
年
度
に
施
行
・
完
工
さ
れ

た
主
な
事
業
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

（
三
箇
５
丁
目
・
菅
原
神
社
西
側
） 

（
三
箇
６
丁
目
） 

⑤ 

初
期
消
火
器
具
格
納
箱
の
設
置 

（
三
箇
１
丁
目
） 

（
三
箇
６
丁
目
） 

 

三箇小学校正門前 

三箇墓地南 

 

 

 
 

  

（
三
箇
１
丁
目
） 

施行後 

（施行前） （施行前） 

施行後 

 

三
箇
５
丁
目(

菅
原
神
社
前)

と
三
箇
４

丁
目
バ
ス
停
留
所
付
近
に
初
期
消
火
器
具

格
納
箱
を
各
１
基
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。 

今
後
も
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
が
容
易

に
進
入
で
き
な
い
場
所
等
、
消
火
活
動
困

難
地
域
を
優
先
的
に
設
置
要
望
し
て
ま
い

り
ま
す
。 

菅原神社前 

施行後 

（施行前） 
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◇
四
月
七
日(

月) 

・
自
治
会
会
計
監
査 

 

◇
四
月
十
二
日(

土) 

・
総
務
委
員
会 

 

◇
四
月
二
十
日(

日) 
 

・
役
員
会 

     

◇
四
月
二
十
日(

日) 
 

・
高
齢
者
交
流
セ
ン
タ
ー
カ
ラ
オ
ケ 

ル
ー
ム
利
用
者
抽
選(

事
務
局) 

 

◇
四
月
二
十
五
日(

金) 
 

・
高
齢
者
交
流
セ
ン
タ
ー
カ
ラ
オ
ケ 

ル
ー
ム
利
用
者
抽
選(

申
込
者) 

 
 

・
ル
ー
ム
利
用
許
可
証
交
付 

 

◇
四
月
二
十
五
日(
金) 

・
広
報
「
だ
い
と
う
」
（
５
月
号
） 

受
け
取
り
・
仕
分
け 

◇
利
用
で
き
る
人 

概
ね
六
十
歳
以
上
の
市
民
の
方
が
余

暇
を
過
ご
す
た
め
に
誰
で
も
自
由
に

利
用
で
き
ま
す
。
利
用
登
録
が
必
要

で
す
。 

◇
施
設
の
内
容 

［
２
階
］
囲
碁
将
棋
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
機
、

テ
レ
ビ
、
管
理
室 

［
３
階
］
カ
ラ
オ
ケ
ル
ー
ム
、
卓
球
、

ビ
リ
ヤ
ー
ド 

   

◇
利
用
で
き
る
時
間 

午
前
九
時
～
正
午 

午
後
一
時
～
五
時 

(

カ
ラ
オ
ケ
ル
ー
ム
は
、
午
後
四
時
ま
で) 

◇
休
館
日 

①
毎
週
水
曜
日 

②
十
二
月
二
十
九
日
～
一
月
三
日 

③
国
民
の
祝
日(

敬
老
の
日
を
除
く)

 

④
臨
時
休
館
日 

◇
使
用
料 

 
 

施
設
の
使
用
料
は
、
無
料
で
す
。 

※
詳
細
は
、
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

（
電
話
）
０
７
２
・
８
７
３
・
６
８
８
８ 

 

平
成
二
十
五
年
十
二
月
一
日
付
け
で
、 

民
生
委
員
児
童
委
員
が
厚
生
労
働
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、
三
年
間

で
す
。 

三
箇
地
区
の
委
員
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

木
村
壽
野
（
三
箇
一
丁
目
十
番
二
十
一
号
） 

山
本
祐
子
（
三
箇
一
丁
目
十
四
番
十
二
号
） 

田
中
文
子
（
三
箇
三
丁
目
六
番
八
十
六
号
） 

田
渕
憲
一
（
三
箇
五
丁
目
五
番
三
十
三
号
） 

北
口 

保
（
三
箇
六
丁
目
八
番
十
八
号
） 

小
林
カ
津
子
（
三
箇
六
丁
目
十
一
番
八
号
） 

（
順
不
同
、
敬
称
略
） 

 

  

  

 

 

 

  

 

 

  

  必ず受けましょう！ 

日時：４月１４日(月) 

    午後 1：10～2：10 

場所：三箇第３公園(自治会館北側) 

 

(参考) 

土曜日は、４月１２日(午後 2：30～3：30) 

<市役所東側駐車場> 

 

 

 

狂犬病予防注射 

 
 

 

 



三箇自治会ニュース           創刊号 平成２６年４月 1 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
<8> 

地
区
の
団
体
・
委
員
を
紹
介
し
ま
す
。 

■
三
箇
自
治
会
に
属
す
る
団
体
・
委
員 

◇
老
人
ク
ラ
ブ 

・
三
箇
第
一
老
人
ク
ラ
ブ(

１
丁
目) 

・
三
箇
第
二
老
人
ク
ラ
ブ(

３
丁
目) 

・
三
箇
第
三
老
人
ク
ラ
ブ(
４
・
５
丁
目) 

・
三
箇
第
五
老
人
ク
ラ
ブ 

(

３
・
４
・
５
丁
目) 

・
む
つ
み
会(

６
丁
目) 

◇
防
犯
委
員
会
三
箇
支
部 

◇
消
防
団 

 
 

・
第
二
方
面
隊
第
十
分
団 

 
 

・
第
二
方
面
隊
第
十
一
分
団 

・
第
二
方
面
隊
第
十
二
分
団 

◇
三
箇
女
性
防
火
ク
ラ
ブ 

◇
三
箇
校
区
福
祉
委
員
会 

◇
三
箇
子
ど
も
会
育
成
会 

◇
水
利
組
合 

 
 

・
中
戸
水
利
組
合 

 
 

・
三
箇
水
利
組
合 

 
 

・
六
丁
目
水
利
組
合 

◇
民
生
委
員
児
童
委
員 

◇
青
少
年
指
導
員 

◇
緑
の
推
進
員 

■
そ
の
他
の
団
体 

◇
地
車
組
織 

 
 

・
大
箇
だ
ん
じ
り
会
若
中 

 
 

・
江
ノ
口
南
若
中
地
車
保
存
会 

 
 

・
江
ノ
口
北
若
中
地
車
会 

 
 

・
西
ノ
口
若
中 

 

  

 

 

  

 

し
ば
ら
く
の
間
、
活
動
を
休
止
し
て
い

ま
し
た
「
三
箇
第
二
老
人
ク
ラ
ブ
」
は
、

二
月
二
十
八
日
、
午
前
十
一
時
か
ら
三
箇

自
治
会
館
に
お
い
て
、
総
会
を
開
催
し
、

活
動
を
再
開
し
ま
し
た
。 

総
会
終
了
後
、
昼
食
を
兼
ね
て
懇
親
会
、

カ
ラ
オ
ケ
大
会
を
行
い
、
盛
会
裏
に
終
了

し
ま
し
た
。
今
後
の
益
々
の
御
活
躍
を
期

待
し
ま
す
。 

新
役
員
を
紹
介
し
ま
す
。 

顧 
 

問 
 

三 

嶋 

節 

子 

会 
 

長 
 

三 
嶋 

 
 

修 

副 

会 

長 
 

中 

西 
恵
美
子 

会 
 

計 
 

上 

田 
哲 
夫 

会
計
監
査 

 

松 

永 

喜 
一 

会
計
監
査 

 

野 

口 
 

 

都 総会（三箇自治会館） 

 

  

 

 

『こども会に入っていない子でも！ 

ソフトボールが好きな女の子！ 

一度、練習を見に来てください！』 

いつでも入部できますよ！ 

 

［連絡先］監督（田渕憲一） 

           ℡．072-874-4641 

［練習］ 

日時：土曜日・日曜日 

 午前９時から 

  場所：三箇小学校運動場 

 

卒
業
式
に
寄
せ
て 

三
箇
小
学
校
校
長 

小
田
村 

直
昌 

 

第
三
十
一
回
卒
業
式
を
無
事
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
保
護
者
の
方
々
の
お
喜

び
も
、
ひ
と
し
お
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

小
学
校
を
終
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
義
務

教
育
の
前
段
で
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち

が
成
長
し
て
い
く
上
で
、
基
本
的
な
こ
と
を

身
に
付
け
て
も
ら
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。 

私
が
教
育
現
場 

に
来
て
最
も
感
じ 

る
と
こ
ろ
は
、
規 

律
や
規
則
の
遵
守 

と
い
う
基
本
的
な 

こ
と
が
あ
ま
り
で 

き
て
い
な
い
の
で 

は
な
い
か
と
い
う 

こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

あ
ま
り
に
も
自
由
で
豊
か
な
環
境
に
置

か
れ
て
い
る
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
か
。 

子
ど
も
た
ち
は
、
是
非
、「
誇
れ
る
大
人
」

に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年

卒
業
し
た
子
ど
も
た
ち
も
、
「
基
本
」
を
忘

れ
ず
に
、
立
派
な
大
人
に
な
っ
て
く
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
「
夢
に
向
か
っ

て
頑
張
れ
三
箇
の
卒
業
生
！
」 

 

 


